
笑顔がいっぱいの学校に！ 
第 1回学校運営協議会開催（6月９日）  

会長に○○さん、副会長に○○さん 

第 1回学校運営協議会が開かれました。授業

参観の後、会長に○○さん、副会長に○○さんが

選ばれました。続いて校長より「笑顔いっぱい、輝

きいっぱいの学校に」との学校経営方針が示さ

れ、参加した委員全員により承認されました。 

＜本年度の経営方針＞ 

○思いやりのある子を育てる 

・子どもの心に「自己有用感」「自己肯定感」を育て

る。 

・「あいさつ返事ができる」「時間を守ることができ

る」「人の話をよく聞くことができる」「掃除をしっ

かりできる」児童を育てる。 

【熟議での話し合いの結果の発表】 

 

・いじめ・不登校の未然防止および早期発見・解  

決に努める。 

○進んで学ぶ子を育てる 

・じっくりと考え、学び合い、自分の考えを深める

授業を実践する。 

・基礎学力の定着を目指した組織的・継続的な補

充学習を充実させる。 

・家庭と連携し、家庭学習の習慣化と読書活動の

充実をめざす。 

○体を鍛える子を育てる 

・体育の授業、朝運動等を充実させ、運動が好き

な児童を増やす。 

・望ましい生活習慣を身に付けさせ、健康に過ご

すことができる指導を徹底する。 

・安全を意識させる指導の充実、安全・安心が保

障された学習環境の整備を行う。 

 



協議会委員と学校職員２名が３グループに分か

れて下記のテーマで話し合いを行いました。 

＜発表された意見（主なもの）＞ 

【願い、思い、期待】 

・社会性・郷土愛の醸成、社会へ貢献する力を伸ば

す 

・個性を伸ばしてほしい 

・良い先生に出会い内面を耕す 

・おもしろい社長さんなど地域の人材が子どもと関

わる 

・地域のすごい大人との出会い 

・楽しく学習し、気になることがあれば大人が声を

かける 

・子どもたちが楽しく授業を受けられる学校 

・先生と児童が一緒に生活できるスペースを作る 

・学校に来ることがいやにならない場所をつくる 

・子どもの話をよく聞いて、必要なときにはアドバ

イスする 

・人間性豊かな子どもを育てる 

・観察力をもった先生を育成する 

・いじめを見逃さない観察力のある先生を育てる 

・大人になってもしっかりとした行動ができる子ど

もを育てる 

・運営面で学校を助ける（大人のモラル） 

・ルールを守れる児童の育成 

・思いやりのある児童の育成 

・スーパー児童、特別支援は特別の能力をもったギ 

フテッド児童も対象とする 

・学年の枠を超えた学習 

【学びの保障】 

・ヤングケアラーに対する学びの保障が必要 

【予算・人材の確保】 

・学校の施設を補修、そのための予算確保 

・人材の確保 

 

＜１学期の主なＣＳ活動の様子＞ 

 学校すぐ近くの農家である○○さんの田で、

田植え体験を行いました。手作業の大変さを

実感しながら、お米への感謝の気持ちを込め

て、一本一本苗を大切に植えました。今年は

田んぼアート「五小２０２５」が完成する予

定です。 

【5年生と地域の方による田植え】 

 

交通少年団の児童が警察署訪問をし、交通

ルールを守ることや交通安全に取り組む大切

さを改めて学習してきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

【交通少年団警察署訪問】 

 

今年度も読み聞かせボランティアの皆さん

が毎月クラスごとに読み聞かせをしてくださ

っています。子どもたちも毎月楽しみにして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ボランティアさんによる読み聞かせ】 

  

＜話し合い（熟議）テーマ＞ 

学校教育への思い・願い・期待・疑問 


